
播磨町長　佐伯 謙作

いいとこ検索　Vol.35
令和８（2026）年11月号

楽
屋
裏

教育広報

きゃんぱすだよりきゃんぱすだより
いいとこ
a r i m a

 
　
今
月
号
の
裏
表
紙
は
大
中
遺
跡

ま
つ
り
で
す
。
第
34
回
を
迎
え
た

こ
の
ま
つ
り
は
、
平
成
８（
１
９

９
６
）年
に「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

か
ら
独
立
し
て
始
め
た
祭
り
で
す
。

　
遺
跡
と
い
う
特
性
を
活
か
す
た

め
に
想
像
を
め
ぐ
ら
せ
て
、
古
代

の
ム
ラ
の
秋
祭
り
と
い
う
テ
ー
マ

を
軸
に
、
火
起
こ
し
の
儀
や
古
代

行
列
、
古
代
生
活
体
験
な
ど
、
個

性
あ
ふ
れ
る
演
出
を
盛
り
込
み
ま

し
た
。
現
実
に
は
、
あ
れ
ほ
ど
大

き
な
舞
ぎ
り
で
火
起
こ
し
て
い
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
そ
の

ほ
う
が
楽
し
い
で
し
ょ
？
」
と
い

う
遊
び
心
も
含
ま
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。

　
11
月
７
日
は
ぜ
ひ
、
早
い
時
間

か
ら
会
場
に
行
っ
て
大
中
遺
跡
ま

つ
り
の
世
界
観
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。
　
　
　 

　
　
　
　
（
宮
）

▶「秋風にたなびく雲のたえ間よりもれいづる月の影のさやけ
さ」９月25日は中秋の名月。「月に叢雲、花に風」あいにくの曇
り空でしたね。そこにあるだけでなぜか心惹かれる「月」。この
国にはその姿や時の移ろいを表す美しい言葉がたくさんあり
ますね。新月のあと、かすかに姿を現す「朏」、半分の「上弦」「下
弦」、「十五夜」前の「十三夜」「待宵」。そして「十五夜」翌日の「十
六夜」は、月が迷いながら遅れて昇る姿から「ためらう」という
意味で「いざよい」と呼ばれています。さらに、「立待」「居待」「臥
待」「更待」と続き、古来、一夜一夜に名前をつけて風情を楽し
んできました。文豪、夏目漱石も「I love you」を「月がきれい
ですね」と訳したとか（諸説あり）。月見の秋、夜長を満喫した
いですね。
▶最近は、分からないこともＡＩがすぐに教えてくれます。目
まぐるしく進化し、生活を便利にしてくれるＡＩ。けれど、そ
の答えを見て「なんとなく分かった気」になっていませんか。
情報が溢れる時代だからこそ、示された答えを鵜呑みにせずに
自分の頭でしっかりと考え、真偽を見極める力がますます求め
られます。「熟慮を重ねることによってのみ、読まれたものは、
真に読者のものになる。食べ物は食べることによってではなく、
消化によって我々を養うのである」とは哲学者ショーペンハウ
アーの言葉。本を読むとは知識を得るだけでなく、自分の中で
咀嚼し、理解を深めることなのかもしれません。播磨町立図書
館では、読書を記録する手帳「としょかんポケットダイアリー

（としょポケ）」を配布しています。10月27日から11月９日は
読書週間。読書の秋、本の世界に浸りながら、考える力を育て
てみませんか。
▶鉄道ファンに耳よりのお知らせです。播磨町郷土資料館横に
展示している別府鉄道が、魅力を増して帰ってきました。機関
車と客車に加え、このたび多木化学株式会社様からご寄贈いた
だいた貨車の連結工事が完了。関係各位のご厚意とご尽力に心
より感謝申し上げます。行楽の秋、鉄道の旅もいいですが、時
を超えてよみがえった「多木のガッタン」をぜひご覧ください。
鉄道ファンには、乗るのが好きな「乗り鉄」、写真撮影に情熱を
燃やす「撮り鉄」、模型づくりが趣味の「模型鉄」などがあるそ
うです。中には時刻表を研究する「時刻鉄」、走行音や駅の発車
メロディーを楽しむ「音鉄」なども。私はやっぱり駅弁目当て
の「食べ鉄」かな。食欲の秋です！

外
部
委
託
に
よ
る
水
泳
指
導
の
実
施

播磨西小学校

　
播
磨
西
小
学
校
で
は
、
プ
ー

ル
施
設
の
老
朽
化
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
水
泳
の

授
業
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、
今
年
度
、
試
行

的
に
水
泳
指
導
を
民
間
事
業
者

（
コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

明
石
大
久
保
）
へ
委
託
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

　
指
導
は
６
月
11
日
か
ら
９
月

24
日
ま
で
の
期
間
、
各
学
年
５

回
を
計
画
し
て
実
施
。
水
泳
指

導
の
あ
る
日
は
、
子
ど
も
た
ち

が
引
率
教
師
と
一
緒
に
バ
ス
で

施
設
へ
移
動
し
ま
し
た
。
２
学

年
単
位
で
10
〜
15
人
程
度
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
に

１
人
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
つ

い
て
、
一
人
一
人
の
泳
力
に
応
じ

た
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

 

少
人
数
で
専
門
的
な
指
導
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
泳
ぎ
の
技
能

が
向
上
す
る
だ
け
で
な
く
、
水
泳

に
親
し
み
、
泳
ぐ
こ
と
へ
の
前
向

き
な
気
持
ち
を
育
む
機
会
に
も
な

り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
水
泳
の
授
業
が
よ
り
楽
し
く
な

っ
た
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
毎
回
、

楽
し
み
な
が
ら
意
欲
的
に
水
泳
に

取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

▲２学年単位（低・中・高学年）でプールへ行きました

▲毎回、めいっぱい泳ぎました

庁舎をシンボルカラーにライトアップして、メッセージ
を届けます。
①「児童虐待防止推進月間」：オレンジ
11月２日（月）～11月12日（木）
②「世界糖尿病デー」：ブルー
11月13日（金）～11月16日（月）
③「女性に対する暴力をなくす運動」：パープル
11月17日（火）～11月25日（水）●

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

キ
ャ
リ
ア
決
済
等
の
請
求

を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
被
害
を
最
小
限
に
防

ぐ
為
に
も
明
細
を
こ
ま
め

に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

播
磨
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９-

４
３
５-

１
９
９
９

電
話
、来
訪
ど
ち
ら
で
も
相
談
で
き
ま
す
。来
訪
の

場
合
、産
業
環
境
課
窓
口
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い

あんぜん・あんしん
暮らしのメモ帳

【
事
例
】　

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
表
示
さ
れ
た「
Ｉ
Ｑ
テ
ス
ト
」の
広
告

を
見
て「
お
試
し
」の
つ
も
り
で
申
し
込
ん
だ
。「
診

断
結
果
を
見
る
に
は
１
９
９
円
」と
表
示
さ
れ
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
を
入
力
し
た
。後
日
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
明
細
を
確
認
し
た
ら
、毎
月

４
，９
９
９
円
が
引
き
落
と
さ
れ
て
い
て
、海
外
サ

イ
ト
と
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン（
以
下「
サ
ブ
ス

ク
」）契
約
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
。（
40
代
女
性
）

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

●
サ
ブ
ス
ク
と
は
？

　
定
め
ら
れ
た
料
金
を
定
期
的
に
支
払
う
こ
と

に
よ
り
、商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。一般
的
に一度
契
約
を
す

る
と
解
約
を
し
な
い
限
り
自
動
的
に
支
払
い
が
継

続
さ
れ
ま
す
。

●
契
約
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
サ
ブ
ス
ク
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
が

き
っ
か
け
の
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。「
お
試
し
」

で
も
、無
料
期
間
終
了
後
に
自
動
的
に
有
料
契
約

に
移
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。自
動
更
新
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

●
解
約
方
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
の
場
合
に
は
、ア
プ

リ
を
削
除
し
た
だ
け
で
は
解
約
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。解
約
時
に
必
要
と
な
る
Ｉ
Ｄ
や
パ

ス
ワ
ー
ド
等
は
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

利用していないのに
支払い続けていた！

サブスク（サブスクリプション）の
契約に注意！

むらくも

▲別府鉄道３両目に黒い貨車が増えました

わん はりま つこくぱ

いつも仲良し、たまにケンカの２人。
七五三の写真で可愛くポーズ。
これからも元気に成長してね。
（おとうさん、おかあさんより）

角野 日爽くん、春來くん
ひ さ や は 　 く

（西野添）

２歳

５歳

就労
無料就労出張相談（予約が必要）
15歳～49歳の就労を希望する人
や、その保護者を対象とした相談

日第２金曜日13時〜16時
場総合福祉センター

問あかし若者サポートステーション
☎078-915-0677

若者就職相談
15歳～49歳の就労を希望する人
や、その保護者を対象とした相談

日月～土曜日（祝日は除く）９時～17時
場あかし若者サポートステーション
場サテライト播磨（加古川）

問あかし若者サポートステーション
☎078-915-0677
問サテライト播磨（加古川）
☎079-423-2355

出張ハローワーク（予約が必要）
生活に困窮している人、ひとり親
の人を対象とした就労相談

日 11月10日（火）10時〜12時
場総合福祉センター

申 問健康福祉課地域福祉係
☎079-435-0311

総合福祉センターでの各種相談
福祉の総合相談窓口 日月～金曜日９時～17時（受付時間）

場 総合福祉センター
相 問総合福祉センター総合相談窓口
☎079-430-6000

障がい者相談員による相談
同じような悩みや経験をしている
人に相談したい人のために、障害
のある人またはその家族が相談を
伺います

『ぴあさろん』
知的・発達・精神障がい者相談
日 11月10日（火）13時30分〜15時
場西部コミュニティセンター

申 問総合福祉センター総合相談窓口
☎079-430-6000

身体障がい者（児）相談（予約が必要）
日月〜金曜日９時～17時（電話受付時間）
場総合福祉センター

生活困窮など相談（予約が必要）
家賃が払えない、生活できないなど
生活の困りごとの相談を伺います

日月・木曜日（祝日を除く）
10時～16時
場総合福祉センター

不登校・ひきこもり相談
（予約が必要）
ひきこもり状態にある本人または
その家族に対して、個別の状況に応
じた相談を伺います

日 11月10日（火）
10時30分～12時、15時〜16時45分

［50分程度×４枠］
場総合福祉センター

不登校・ひきこもり家族の会
同じ悩みを抱える家族が集い、不安
や悩みを共有する場です。日々感じ
ていることを話してみませんか

日１月12日（火）
13時～15時
場総合福祉センター

成年後見相談（予約が必要）
社会福祉士の資格をもつ専門家が
相談に応じます

日 11月18日（水）13時30分～15時
場総合福祉センター 申 問成年後見センター

☎079-435-8801
司法書士の資格をもつ専門家が相
談を伺います

日 11月18日（水）13時30分～15時
場総合福祉センター

播磨町社会福祉協議会での各種相談
心配ごと相談 日 11月17日（火）13時～15時

場福祉しあわせセンター
問播磨町社会福祉協議会
☎079-435-1712

人権
困りごと相談
播磨町人権擁護委員がご相談を伺
います

日 11月12日（木）、26日（木）13時～15時
場福祉しあわせセンター

問播磨町社会福祉協議会
☎079-435-1712

人権相談（常設相談）
日月～金曜日（祝日を除く）
８時30分～17時15分
場神戸地方法務局加古川支局

問神戸地方法務局加古川支局
☎0570-003-110

（全国共通ナビダイヤル）

播磨町人権ホットライン 日月～金曜日（祝日を除く）
９時～17時

問人権推進室
人権やさしいダイヤル
☎079-490-8341

25
広報はりま 8.11

24
広報はりま 8.11

各 種 相 談（無料） 場 面談など相談場所 相 電話で相談できる電話番号 問 問合せ先 申 申し込み先各 種 相 談（無料） 場 面談など相談場所 日 実施日、時間日 実施日、時間 相 電話で相談できる電話番号 問 問合せ先 申 申し込み先


